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平
成
二
十
七
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
及
び
そ
の
対
応 

 

 

平
成
二
十
七
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
は
、
二
〇
二
五 

年

（
平
成
三
十
七 

年
）
に
向
け
て
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
平

成
二
十
六
年
度
制
度
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
中
重
度
の

要
介
護
者
や
認
知
症
高
齢
者
へ
の
対
応
の
更
な
る
強
化
、

介
護
人
材
確
保
対
策
の
推
進
、
サ
ー
ビ
ス
評
価
の
適
正
化

と
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築
と
い
っ
た
基
本

的
な
考
え
方
に
基
づ
き
行
う
も
の
で
あ
る
。 

平
成
二
十
七
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
基
本
的
な
視
点
に
基
づ
き
、
各
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
・

基
準
に
つ
い
て
の
見
直
し
を
行
う
。 

 （
一
）
中
重
度
の
要
介
護
者
や
認
知
症
高
齢
者
へ
の
対
応
の

更
な
る
強
化 

① 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
対
応 

○ 
将
来
、
中
重
度
の
要
介
護
者
や
認
知
症
高
齢
者
と
な
っ

た
と
し
て
も
、
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
基
本
的
な
考
え
方
を
実
現
す
る
た
め
、
引
き
続

き
、
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
。 

○ 

特
に
、
中
重
度
の
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
無
理
な
く

在
宅
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
二
十
四
時
間
三
六
五 

日
の
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
を
始
め
と
し
た
「
短
時
間
・
一
日
複
数
回
訪

問
」
や
「
通
い
・
訪
問
・
泊
ま
り
」
と
い
っ
た
一
体
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
提
供
す
る
包
括
報
酬
サ
ー

ビ
ス
の
機
能
強
化
等
を
図
る
。 

② 

活
動
と
参
加
に
焦
点
を
当
て
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進 

○ 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
を
踏
ま
え
た
「
心
身
機

能
」
、
「
活
動
」
、
「
参
加
」
の
要
素
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く 

 
働
き
か
け
る
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

を
推
進
す
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
理
念
を
明
確
化
す
る
と

と
も
に
、
「
活
動
」
と
「
参
加
」
に
焦
点
を
当
て
た
新
た 

な
報
酬
体
系
の
導
入
や
、
こ
の
よ
う
な
質
の
高
い
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
着
実
な
提
供
を
促
す
た
め
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実
等
を
図
る
。 

③ 

看
取
り
期
に
お
け
る
対
応
の
充
実 

○ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
看
取
り

期
の
対
応
を
充
実
・
強
化
す
る
た
め
に
は
、
本
人
・
家
族

と
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
の
十
分
な
意
思
疎
通
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本
人
・
家
族
の
意
向
に
基
づ
く
そ
の
人

ら
し
さ
を
尊
重
し
た
ケ
ア
の
実
現
を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
等
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な

取
組
を
重
点
的
に
評
価
す
る
。 

④ 

口
腔
・
栄
養
管
理
に
係
る
取
組
の
充
実 

○ 

施
設
等
入
所
者
が
認
知
機
能
や
摂
食
・
嚥
下
機
能
の
低

下
等
に
よ
り
食
事
の
経
口
摂
取
が
困
難
と
な
っ
て
も
、
自

分
の
口
か
ら
食
べ
る
楽
し
み
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
多
職
種

に
よ
る
支
援
の
充
実
を
図
る
。 

（
二
）
介
護
人
材
確
保
対
策
の
推
進 

○ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
更
な
る
推
進
に
向

け
、
今
後
も
増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
質
の
高

い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
介
護
職
員
の

安
定
的
な
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
更
な
る
資
質
向
上
へ

の
取
組
を
推
進
す
る
。 

（
三
）
サ
ー
ビ
ス
評
価
の
適
正
化
と
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
構
築 

○ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
と
も
に
介
護
保

険
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、
各
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
実
態
を
踏
ま
え
た
必
要
な
適
正
化
を
図
る
と
と
も

に
、
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
的
・
効
率
的
な
提
供
を
推
進
す
る
。 

 

平
成
二
十
七
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
概
要
（
案
）
よ
り
抜
粋 

八ヶ岳の春に咲く花・・・スノードロップ 
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今
年
も
皆
様
が

元
気
で
す
ご
せ
ま

す
よ
う
に
・
・
・
。 

   

～ 

節
分 

～ 

 
節
分
は
、
春
を
迎
え
る
厄
払
い
の
行
事
で
す
。
季
節
の

変
わ
り
目
に
は
邪
気(

鬼)

が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
追
い
払
い
一
年
間
の
無
病
息
災
を
願
い
ま
す
。 

昔
は
各
家
庭
で
賑
や
か
に
豆
ま
き
を
し
た
も
の
で
す
が

、
今
で
は
そ
ん
な
声
も
聴
か
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。 

当
園
で
は
節
分
は
恒
例
の
行
事
で
す
。
今
年
も
暦
通
り

二
月
三
日
（
火
）
に
開
催
し
ま
し
た
。 

一
‐
三
班
で
は
フ
ロ
ア
ー
に
皆
さ
ん
が
集
合
し
、
一
斉

に
豆
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。
邪
気
が
退
散
し
て
い
く
よ
う

に
窓
を
大
き
く
開
け
て
、
裃
姿
も
凛
々
し
い
年
女
と
一
緒

に｢

鬼
は
～
外
！ 

福
は
～
内
！｣

と
大
き
な
声
で
元
気
一

杯
。
無
病
息
災
を
祈
念
し
た
後
は
、
豆
を
食
べ
な
が
ら
の

お
茶
タ
イ
ム
で
す
。 

～ 

ガ
ー
デ
ン
ラ
ン
チ 

～ 
 
 
 
 
 

 

 

二
月
四
日
（
水
）
喫
茶
「
い
こ
い
」
で
、「
ガ
ー
デ
ン
ラ

ン
チ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

～ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ 

～ 

  

一
年
の
中
で
も
外
出
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
る

二
月
。
運
動
不
足
解
消
に
、
室
内
で
楽
し
め
る
、

入
居
者
様
が
無
理
な
く
参
加
で
き
る
等
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
「
円
卓
卓
球
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

三
つ
の
球
を
使
っ
て
始
め
ま
し
た
が
、
皆
様
の

機
敏
な
動
き
と
集
中
力
に
驚
き
、
活
力
溢
れ
る
大

き
な
笑
い
声
が
響
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
日
常
は
ラ
ジ
オ
体
操
や
リ
ハ
ビ
リ
体
操
、

食
事
前
の
口
腔
ケ
ア
体
操
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

春
が
待
ち
遠
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

 
 

『
歳
の
数
だ

け
食
べ
る
な
ん

て
言
う
け
ど
、
食

べ
き
れ
な
い
歳

に
な
っ
ち
ゃ
た

ね
（
笑
）
』『
私
た

ち
の
年
代
は
、
豆

が
お
や
つ
だ
っ

た
よ
』 

節
分
の

思
い
出
話
に
も

花
が
咲
き
ま
し

た
。 

 

 

第
三
回
目
で
あ
る
た

め
、
今
ま
で
参
加
さ
れ
て

い
な
い
お
年
寄
り
の

方
々
に
お
声
を
掛
け
て
、

各
班
六
名
ず
つ
全
員
で

二
十
四
名
の
入
所
者
様

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

テ
ー
ブ
ル
に
ド
リ
ン

ク
メ
ニ
ュ
ー
表
を
立
て
、

季
節
の
お
花
を
飾
り
、
Ｂ

Ｇ
Ｍ
を
流
し
な
が
ら
普

段
の
食
事
の
雰
囲
気
と

少
し
変
え
て
入
所
者
様

を
迎
え
ま
し
た
。 

 

季
節
の
歌
を
皆
様
と
一
緒
に
歌
い
、
口
腔
体
操
を
行
っ
た

後
、
お
好
み
の
ジ
ュ
ー
ス
を
選
ん
で
い
た
だ
き
食
事
を
配
り

ま
し
た
。 

食
事
は
、
見
た
目
も
華
や
か
で
季
節
の
食
材
を
取
り
入
れ

た
豪
華
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
皆
様
か
ら
「
美
味
し
そ
う
」

等
の
お
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
が
フ
ル
ー

ツ
の
盛
り
合
わ
せ
を
テ
ー
ブ
ル
ま
で
運
び
お
好
き
な
フ
ル

ー
ツ
を
選
ん
で
い
た
だ
く
の
も
好
評
で
し
た
。 

同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
食
事
を
摂
っ
て
い
る
方
は
、
自
然
と
会

話
が
弾
み
開
放
的
な
雰
囲
気
の
中
で
普
段
の
ス
ト
レ
ス
や

緊
張
を
解
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
け
た
一
時
で
し

た
。 
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～ 

仁
生
園 

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た 

～ 
 

実
施
開
始
日 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
二
日(

月)

か
ら 

金 
 
  

額 
 

 

お
か
ず
の
み 

￥
五
〇
〇(

税
込) 

 
 
 
 
 

 
 

ご
は
ん
の
み 

￥
五
〇(

税
込) 

 
 
 
 
 

 
 

お
か
ず
と
ご
は
ん
セ
ッ
ト 

￥
五
五
〇(

税
込) 

支

払

方

法 
 

 
 

オ
プ
シ
ョ
ン
料
金
と
し
て
各
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
金
と
一
緒
に
ご
請
求
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

希

望

方

法 
 
 

初
回
注
文
時
は
事
前
に
【
仁
生
園
配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
込
書
】
を
記
入
し
て
頂
き
ま
す
。

次
回
か
ら
は
左
記
の
通
り
に
希
望
を
取
り
ま
す
。 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
・
・
来
園
時
の
朝
希
望
を
取
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

シ
ョ
ー
ト
・
・
・
希
望
毎
に
【
配
食
希
望
書
】
を
記
入
し
て
頂
き
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 

 

※
追
加
希
望
及
び
キ
ャ
ン
セ
ル
は
当
日
十
二
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

※
当
日
摂
取
に
限
り
複
数
個
注
文
可
能
で
す
。 

提

供

時

間 
 

 
 

お
帰
り
の
際
に
随
時
お
渡
し
し
ま
す
。 

提

供

方

法 
 
 

基
本
的
に
冷
凍
の
ま
ま
提
供
い
た
し
ま
す
。 

※
ご
飯
の
み
園
の
厨
房
に
て
炊
い
た
も
の
を
提
供
い
た
し
ま
す
。 

(

保
冷
バ
ッ
ク
を
お
付
け
し
ま
す
。
次
の
来
園
時
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。) 

 
 
 
 
 
 

希
望
の
あ
る
方
は
こ
ち
ら
で
温
め
て
お
出
し
し
ま
す
の
で
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

弁

当

形

式 
 

基
本
的
に
ご
飯
・
普
通
食
の
提
供
と
な
り
ま
す
。
軟
飯
・
粥
・
ミ
キ
サ
ー
、 

キ
ザ
ミ
・
超
キ
ザ
ミ
・
ペ
ー
ス
ト
等
は
対
応
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

お
召
し
上
が
り
方
法 

未
解
凍
で
も
必
ず
当
日
の
う
ち
に
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。 

す
ぐ
に
加
熱
し
な
い
場
合
は
早
急
に
冷
凍
庫
に
入
れ
て
マ
イ
ナ
ス
十
八
℃
以
下
で
保
存
し
て

く
だ
さ
い
。 

電
子
レ
ン
ジ
五
〇
〇
Ｗ
で
四
分
、
七
〇
〇
Ｗ
で
三
分
三
十
秒
加
熱
し
て
く
だ
さ
い
。
加
熱
後

は
衛
生
面
を
考
慮
し
二
時
間
以
内
に
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。 

お
弁
当
の
種
類
に
つ
い
て 

 

お
弁
当
メ
ニ
ュ
ー
は
月
ご
と
に
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。
多
種
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
日

替
わ
り
で
提
供
い
た
し
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
禁
食
が
有
る
場
合
は
、
申
込
用
紙
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
で
考
慮
し
て
お
出
し
い
た
し
ま
す
。 

 

 

第 

二 

仁 

生 

園 
 

 

 

 

 

 

二
月
十
九
日
（
木
）、
介
護

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
青
柳

様
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

を
聴
き
ま
し
た
。 

 

「
荒
城
の
月
」「
花
」
な
ど

の
叙
情
歌
や
、
利
用
者
か
ら

の
懐
メ
ロ
曲
の
リ
ク
エ
ス
ト

の
優
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音

色
で
し
た
。 

 

～
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
～ 

  
 

  
 

 
 
 

～ 

た
こ
焼
き
パ
テ
ィ
ー 

～ 

「
タ
コ
、
天
か
す
、
紅
シ

ョ
ウ
ガ
」
が
た
っ
ぷ
り
入

っ
た
「
た
こ
焼
き
」
で
す
。 

 

二
月
十
七
日
（
火
）、
た
こ

焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま

し
た
。 

通
称
「
た
こ
パ
」
で
す
。 

 



平
成
二
十
七
年
二
月
一
日
～ 

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

                             

 
 

                          

   

 

愛
寿
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
施
設
見
学
等
の

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 

感
謝 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 ・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子 

 
 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

代
表 

佐
野 

恭
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

保 

坂 
 

多
枝
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

原 

田 
 

勝 

子 
 

様 

・
北
杜
市 
 
 
 
 
 
 

佐 

藤 
 

英 

道 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

佐 

藤 
 

美 

代 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

青 

柳 
 

昭 

次 
 

様 

           

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け

る
施
設
運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
努

め
て
参
り
ま
す
。 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

略
儀
な
が
ら
、
お
礼
状
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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金
員
・
物
品
の
ご
寄
附 

 

・
山
梨
県
年
金
受
給
者
協
会 

北
杜
第
一
支
部 

 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

三 

井 
 

建 

一 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

坂 

本 
 

忠 

征 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

三 

井 
 
 

茂 
 
 

様 

   
 
 

 

      

～ 

山
梨
県
年
金
受
給
者
協
会 

北
杜
第
一
支
部
様 

来
園 

～ 

  

二
月
二
十
六
日
（
木
）
山
梨
県
年
金
受
給
者
協
会
北
杜
第

一
支
部
の
方
々
七
名
が
来
園
さ
れ
、
タ
オ
ル
・
石
け
ん
・
ボ

デ
ィ
ソ
ー
プ
等
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

大
切
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

 

― 

赤
い
羽
根
共
同
募
金 

助
成
事
業
完
了
の
お
知
ら
せ 

― 

  

こ
の
た
び
平
成
二
十
六
年
度 

赤
い
羽
根
共
同
募

金
助
成
を
受
け
ま
し
て
左
記
の
事
業
を
完
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
こ
に
事
業
完
了
の
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
ま

し
て
、
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 

記 

 

一
、
事
業
所
名 

障
害
者
支
援
施
設 

 

第
二
仁
生
園 

一
、
事
業
の
内
容 

除
雪
機
整
備
事
業 

一
、
補
助
金
額 

二
八
八
、
〇
〇
〇
円 

一
、
事
業
費
総
額 

五
六
一
、
六
〇
〇
円 

一
、
完
了
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
九
日 

 

社
会
福
祉
法
人 

愛
寿
会 

 
 

理
事
長 

小
宮
山 

光
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

 

 

社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会 

理
事
会
・
評
議
員
会
の
お
知
ら
せ 

 

・
日 

時 

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
七
日
（
金
） 

 
 
 
 
 

午
後
二
時
～ 

・
場 

所 

仁
生
園 

会
議
室 


